職員ワークショップ企画案
１　目的

　　市民参加の制度の運用や市民参加による事業に取り組む職員や，それを支える立場にある職員が集まり，現行の「市民参加ガイドライン」を基に，市民参加の必要性や効果，課題などについて議論を交わす中で，市民参加の理念等の整理を行うとともに，新たに作成に取り組んでいる「職員のための市民参加の手引き（仮称）」の作成にこれをいかす。

　　また，ワークショップに参加した職員には，日頃の業務等で感じる市民参加の必要性や運用の課題について意見交換をする中で，市民参加の意義の認識を深め，市民参加事業等へ取り組む意欲を高めて，もって今後の市民参加の更なる推進を図る。

２　対象者

（１）ステップ１
　　ア　市民参加の制度の運用や市民参加による事業の実務担当職員
　　イ　上記担当者を支える庶務担当課職員（庶務担当，計理担当など）
　　　※　原則としてそれぞれ各局区等から１名ずつ（合計２名）を選出

　　　　（会計室，行政委員会等の規模の小さい組織は１名）

　　　　　２名×２６局区等＋１名×５室・事務局＝５７名
（２）ステップ２

　　　本市市民参加の創成期に市民参加の事業に取り組んだり，制度構築などに関わってきた職員
　　　※　市民参加推進プロジェクトチームのメンバーなどから，市民協働政策推進室で人選を行い参加依頼
３　実施回数

　　合計３回
　　＜内訳＞ 

　　　・　ステップ１：２回（参加者数：１回当たり３０名程度）
　　　・　ステップ２：１回（参加者数：３０名程度）
４　ワークショップの班編成，時間，テーマ

（１）議論のテーマ

　　ア　ステップ１

　　　　現行の「市民参加ガイドライン」の「市民参加を進めるための１５のチェックポイント」（６ページ）のそれぞれのチェックポイントについて実施できているかどうかを，それぞれの職員が自分の仕事を振り返って，あるいは自分の局区等の状況を見てチェックをし，班で集約をする。その結果を踏まえて，“なぜできていないのか”や“日頃心掛けていること”，“どのような手引きにしたいか”などについて自由に意見交換を行う。

　　イ　ステップ２

　　　　ステップ１のワークショップでの結果を共有したうえで，これを踏まえて，市民参加の制度運用や事業等に取り組むに当たっての課題をどのように解決するべきかについて議論をする。
（２）班編成

１テーブル６人×５班＝３０名
（３）時間配分

　　１３：３０～１６：３０

　　　○　開会・趣旨説明とウォーミングアップ（２０分）　【永橋部会長】

　　　　　　手引き部会の議論の経過やワークショップの趣旨を説明

　　
○　グループワーク（９５分）
○　グループ発表（４０分）　　　　　　

　　　　　８分×５班＝４０分　　　　　　　　　　【進行：事務局又はフォーラム委員】
　　　○　ふりかえり（１５分）

　　○　まとめ（１０分）　　　　　　　　　　　【永橋部会長】

（４）ファシリテーター等
　　・　ファシリテーターはまちづくりアドバイザーに依頼することを検討
⇒　地域づくりと要協議（まちづくりアドバイザーの研修としての効果も期待できる。）



資料４





職階や年齢層は絞らずなるべく多様な職員に参加してもらう。





目的の中心は手引き作成としつつ，参加者のメリットとして研修としての位置付けも。








